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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｎ－１（ｎは自然数）フレーム目の第１の画像データとｎフレーム目の第１の画像デー
タとの階調値の差分を各画素において算出する第１のステップと、
　ｎフレーム目の第１の画像データとｎ＋１フレーム目の第１の画像データとの階調値の
差分を各画素において算出する第２のステップと、
　第１のステップにおいて算出した階調値の差分及び第２のステップにおいて算出した階
調値の差分の双方が任意の閾値以上である画素の数が第１の数である場合には、ｎフレー
ム目の第１の画像データのうち第１のステップにおいて算出した階調値の差分及び第２の
ステップにおいて算出した階調値の差分の双方が任意の閾値以上である画素の階調を黒に
変換して第２の画像データを生成し、第１のステップにおいて算出した階調値の差分及び
第２のステップにおいて算出した階調値の差分の双方が任意の閾値以上である画素の数が
第２の数である場合には、ｎフレーム目の第１の画像データのうち第１のステップにおい
て算出した階調値の差分及び第２のステップにおいて算出した階調値の差分の双方が任意
の閾値以上である画素の階調を白に変換して第２の画像データを生成する第３のステップ
と、
　を有し、
　第１の数は、第２の数よりも少ないことを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　請求項１において、
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　ｎフレーム目の第１の画像データにガンマ補正を行って第３の画像データを生成する第
４のステップを有することを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の表示装置の駆動方法を用いた演算装置と、
　ｎフレーム目の第１の画像データに基づいた表示、及び第２の画像データに基づいた表
示を行う表示パネルと、
　を有することを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　請求項２に記載の表示装置の駆動方法を用いた演算装置と、
　第３の画像データに基づいた表示、及び第２の画像データに基づいた表示を行う表示パ
ネルと、
　を有することを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、液晶表示装置およびその画像表示方法、特に表示する動画像の画質を向上する
ことのできる液晶表示装置およびその画像表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
高画質化を図るための液晶表示装置の開発が進められている。液晶表示装置の高画質化を
図る上で、動画像表示時の液晶の応答速度による「輪郭のぼやけ」や、「動きが不自然に
見えてしまう」という問題は、表示素子である液晶の特性上、避けられないものである。
【０００３】
液晶素子の応答速度に起因する「輪郭のぼやけ」や、「動きが不自然に見えてしまう」と
いう問題は、陰極線管（ＣＲＴ）表示装置のようなインパルス駆動の表示装置には存在し
ない。そのため、液晶表示装置の特有の問題を解決するため、１フレーム期間内に一定の
期間、何も表示しない黒画像を表示することで、擬似的にインパルス駆動に近づける方法
が開示されている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２０００－２０００６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
しかしながら、特許文献１に記載の黒画像を挿入する液晶表示装置においては、画面全体
の明るさを確保することが難しく、画面のコントラストが低下するといった問題がある。
【０００５】
本発明は、上記問題を鑑み、擬似的なインパルス駆動をし、かつ画面の明るさを確保した
上で画面のコントラストを向上させることができる液晶表示装置及びその駆動方法を提供
することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
上述の問題を解決するため、本発明は、擬似的にインパルス駆動を実現するための液晶表
示装置に挿入画像を生成するための演算装置を設ける。そして、当該演算装置に入力され
る第１の画像データより、移動体領域及び背景領域の抽出を行い、移動体領域を黒画像ま
たは白画像とした第２の画像データを生成し、第１の画像データ及び第２の画像データは
、各フレーム毎に交互に表示パネルへの出力がなされることを特徴とする。
【０００７】
本発明の液晶表示装置の一は、複数の画素を有する表示パネルと、入力される第１の画像
データに基づいて第２の画像データを生成する演算装置と、を有し、演算装置は、第１の
画像データより、表示パネルで表示される移動体領域及び背景領域の抽出を行い、移動体
領域を黒画像とする第２の画像データを生成するものであり、第１の画像データ及び第２
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の画像データを、各フレーム毎に交互に表示パネルへ出力を行うものであることを特徴と
する。
【０００８】
また別の本発明の液晶表示装置の一は、複数の画素を有する表示パネルと、入力される第
１の画像データに基づいて第２の画像データを生成する演算装置と、を有し、演算装置は
、第１の画像データより、表示パネルで表示される移動体領域及び背景領域の抽出を行い
、移動体領域を白画像とする第２の画像データを生成するものであり、第１の画像データ
及び第２の画像データを、各フレーム毎に交互に表示パネルへ出力を行うものであること
を特徴とする。
【０００９】
また別の本発明の液晶表示装置の一は、複数の画素を有する表示パネルと、入力される第
１の画像データに基づいて第２の画像データを生成する演算装置と、を有し、演算装置は
、第１の画像データをフレーム単位で記憶するための第１の記憶回路部と、第１の画像デ
ータより表示パネルで表示される移動体領域及び背景領域の抽出を行い、移動体領域を黒
画像とする第２の画像データを生成する中央演算装置と、第２の画像データをフレーム単
位で記憶するための第２の記憶回路部と、を有し、第１の画像データ及び第２の画像デー
タを、各フレーム毎に交互に表示パネルへ出力を行うものであることを特徴とする。
【００１０】
また別の本発明の液晶表示装置の一は、複数の画素を有する表示パネルと、入力される第
１の画像データに基づいて第２の画像データを生成する演算装置と、を有し、演算装置は
、第１の画像データをフレーム単位で記憶するための第１の記憶回路部と、第１の画像デ
ータより表示パネルで表示される移動体領域及び背景領域の抽出を行い、移動体領域を白
画像とする第２の画像データを生成する中央演算装置と、第２の画像データをフレーム単
位で記憶するための第２の記憶回路部と、を有し、第１の画像データ及び第２の画像デー
タを、各フレーム毎に交互に表示パネルへ出力を行うものであることを特徴とする。
【００１１】
また別の本発明の液晶表示装置の一は、複数の画素を有する表示パネルと、入力される第
１の画像データに基づいて第２の画像データを生成する演算装置と、を有し、演算装置は
、第１の画像データをフレーム単位で記憶するための第１の記憶回路部と、第１の画像デ
ータより表示パネルで表示される移動体領域及び背景領域の抽出を行い、移動体領域を黒
画像とする第２の画像データを生成する中央演算装置と、第２の画像データをフレーム単
位で記憶するための第２の記憶回路部と、第１の記憶回路部への第１の画像データの書き
込み及び第２の記憶回路部への第２の画像データの書き込みを制御するための書き込み制
御回路と、第１の記憶回路部からの第１の画像データ及び第２の記憶回路部からの第２の
記憶データの読み出しを制御するための読み出し制御回路と、を有し、第１の画像データ
及び第２の画像データを、各フレーム毎に交互に表示パネルへ出力を行うものであること
を特徴とする。
【００１２】
また別の本発明の液晶表示装置の一は、複数の画素を有する表示パネルと、入力される第
１の画像データに基づいて第２の画像データを生成する演算装置と、を有し、演算装置は
、第１の画像データをフレーム単位で記憶するための第１の記憶回路部と、第１の画像デ
ータより表示パネルで表示される移動体領域及び背景領域の抽出を行い、移動体領域を白
画像とする第２の画像データを生成する中央演算装置と、第２の画像データをフレーム単
位で記憶するための第２の記憶回路部と、第１の記憶回路部への第１の画像データの書き
込み及び第２の記憶回路部への第２の画像データの書き込みを制御するための書き込み制
御回路と、第１の記憶回路部からの第１の画像データ及び第２の記憶回路部からの第２の
記憶データの読み出しを制御するための読み出し制御回路と、を有し、第１の画像データ
及び第２の画像データを、各フレーム毎に交互に表示パネルへ出力を行うものであること
を特徴とする。
【００１３】
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また本発明の液晶表示装置の画像表示方法の一は、複数の画素を有する表示パネルに動画
像を表示するための液晶表示装置の画像表示方法であって、演算装置に入力される第１の
画像データにより、表示パネルで表示される移動体領域及び背景領域の抽出を行い、移動
体領域を黒画像とする第２の画像データを生成し、第１の画像データ及び第２の画像デー
タは、各フレーム毎に交互に表示パネルでの表示を行うことを特徴とする。
【００１４】
また本発明の液晶表示装置の画像表示方法の一は、複数の画素を有する表示パネルに動画
像を表示するための液晶表示装置の画像表示方法であって、演算装置に入力される第１の
画像データにより、表示パネルで表示される移動体領域及び背景領域の抽出を行い、移動
体領域を白画像とする第２の画像データを生成し、第１の画像データ及び第２の画像デー
タは、各フレーム毎に交互に表示パネルでの表示を行うことを特徴とする。
【００１５】
また本発明において、表示パネルで各フレーム毎に交互に表示が行われる第１の画像デー
タ及び第２の画像データのフレームレートは、第１の画像データのフレームレートより大
きいことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
本発明により、擬似的なインパルス駆動を行うことができ、かつ画面の明るさを確保し、
画面のコントラストを向上させた液晶表示装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
以下に、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。ただし、本発明は多くの異なる
態様で実施することが可能であり、本発明の趣旨及びその範囲から逸脱することなくその
形態及び詳細を様々に変更し得ることは当業者であれば容易に理解される。したがって、
本実施の形態の記載内容に限定して解釈されるものではない。なお、実施の形態を説明す
るための全図において、共通の符号は、同一部分又は同様な機能を有する部分を示してお
り、その繰り返しの説明は省略する。
【００１８】
（実施の形態１）
図１は本発明における液晶表示装置について示すブロック図である。液晶表示装置１００
は、表示パネル１０１、及び演算装置１０２を有する。演算装置１０２は、第１の記憶回
路部１０３と、中央演算装置１０４と、書き込み制御回路１０５と、読み出し制御回路１
０６と、第２の記憶回路部１０７と、を有する。
【００１９】
図１に示す演算装置１０２について説明する。図１に示す演算装置１０２は、第１の画像
データが外部より供給され、各フレームの第１の画像データごとに、第１の記憶回路部１
０３が有する複数のメモリ１０８にそれぞれ記憶していく。なお、第１の画像データの記
憶は、フレーム毎に複数のメモリ１０８へ記憶する（または書き込むともいう）ためのセ
レクタ（図示せず）を設け、当該セレクタを書き込み制御回路１０５によって制御するこ
とで行われる。
【００２０】
なお本明細書にて用いる第１、第２、第３、乃至第Ｎ（Ｎは自然数）という用語は、構成
要素の混同を避けるために付したものであり、数的に限定するものではないことを付記す
る。
【００２１】
なお本明細書で説明する第１の画像データ及び第２の画像データは、デジタルの階調値を
有する画像データである。第１の画像データがアナログの階調値を有する画像データであ
る場合には、演算装置１０２に入力する第１の画像データをＡ／Ｄ変換回路を介してデジ
タルの階調値を有する画像データに変換した上で入力すればよい。
【００２２】
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なお本実施の形態においては、各フレームの画像データを、ｎフレーム目の第１の画像デ
ータ（ｎは自然数）、（ｎ＋１）フレーム目の第１の画像データといったように呼ぶこと
とする。なお１フレーム期間が、人間の目がちらつきを感じない様に、１／６０秒程度に
設定されていることが望ましく、そのため表示を行うためのフレーム数（フレームレート
ともいう）については、１秒間に６０フレーム程度に設定されることが望ましい。
【００２３】
なお第１の記憶回路部１０３に設けられるメモリ１０８の個数については、１フレーム分
の第１の画像データのデータ量、及びメモリ１０８の記憶容量によって、決められること
が好ましい。例えば、１フレーム分の第１の画像データのデータ量がメモリ１０８の記憶
容量に対して同程度の場合には、第１の画像データのフレーム数に応じてメモリ１０８を
決める構成とすればよい。なおこの場合、本実施の形態においては、（ｎ－１）フレーム
目の第１の画像データ、ｎフレーム目の第１の画像データ、及び（ｎ＋１）フレーム目の
第１の画像データを記憶するために３つのメモリ１０８があればよい。なお、１フレーム
分の第１の画像データのデータ量がメモリ１０８の記憶容量に対して小さい場合は、第１
の記憶回路部１０３にメモリ１０８を１つ設け、メモリ１０８に複数のフレーム分の第１
の画像データを記憶する構成としてもよい。
【００２４】
なお表示パネル１０１は、複数の画素を具備する表示部、走査線駆動回路、及び信号線駆
動回路を有している。図２に、表示パネル１０１の一例について示す。図２に示す表示パ
ネル１０１は、複数の画素を具備する表示部２０１と、複数の画素を駆動する走査線駆動
回路２０２、複数の画素に画像データを供給するための信号線駆動回路２０３で構成され
ている。また複数の画素はｍ行ｎ列（ｍ、ｎは自然数）に配置されている。また表示部２
０１には、走査線駆動回路２０２より画素の動作を制御するための配線がｍ本、信号線駆
動回路２０３より画素の動作を制御するための配線がｎ本、それぞれ延在している。なお
、図２において、表示部２０１の複数の画素のそれぞれには、１行１列の画素であれば（
１，１）、１行２列の画素であれば（１，２）、１行ｎ列の画素であれば、（１，ｎ）、
ｍ行ｎ列の画素であれば（ｍ，ｎ）といった具合に、番地をつけて表記している。なお本
実施の形態においては、任意のｘ行ｙ列の画素の番地を（ｘ，ｙ）と表記し、ｘは１以上
ｍ以下の自然数、ｙは１以上ｎ以下の自然数として説明する。そして画素の番地（ｘ，ｙ
）を選択していくことにより表示部２０１の全ての画素について手順が行われていくもの
とする。
【００２５】
中央演算装置１０４は読み出し制御回路１０６を制御して、第１の記憶回路部１０３に記
憶された第１の画像データを読み出し、表示パネル１０１で表示される動画像の移動体領
域及び背景領域を抽出するものである。なお、第１の画像データの第１の記憶回路部１０
３からの読み出しは、一例として、フレーム毎に複数のメモリ１０８から読み出すための
マルチプレクサ（図示せず）を設け、当該マルチプレクサを読み出し制御回路１０５によ
って制御することで行えばよい。また、中央演算装置１０４は、抽出した移動体領域及び
背景領域に基づいて、移動体領域を白画像または黒画像とするｎフレーム目の第２の画像
データを生成する。中央演算装置１０４は、書き込み制御回路１０５を制御して、生成さ
れたｎフレーム目の第２の画像データを第２の記憶回路部１０７が有する複数のメモリ１
０９に記憶する。なお、第２の画像データの記憶は、フレーム毎に複数のメモリ１０９へ
記憶するためのセレクタ（図示せず）を設け、当該セレクタを書き込み制御回路１０５に
よって制御することで行われる。
【００２６】
なお、移動体領域及び背景領域の抽出は、一例として、第１の記憶回路部１０３のメモリ
１０８に記憶された（ｎ－１）フレーム目の第１の画像データ及びｎフレーム目の第１の
画像データの差分と、ｎフレーム目の第１の画像データ及び（ｎ＋１）フレーム目の第１
の画像データの差分とを算出する。そして算出した差分の値を任意の閾値と比較し、その
大小に基づいたデータの論理積を算出することで移動体領域及び背景領域の抽出を行えば
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よい。
【００２７】
なお本実施の形態において説明する白画像とは、表示パネルを構成する複数の画素に入力
される第１の画像データの階調値を、最大の階調値とすることをいう。なお、液晶素子は
２つの電極の電極間において、電位差が０Ｖのとき（以下、電圧停止時、又は電圧停止状
態ともいう）に透過率０％である（以下、ノーマリーブラックともいう）素子と、電圧停
止時において透過率１００％（以下、ノーマリーホワイトともいう）となる素子と、があ
る。そのため白画像を最大の階調値であるとする場合には、液晶素子がノーマリーブラッ
クであるものを用いればよい。なお液晶素子がノーマリーホワイトである場合には、白画
像とは最小の階調値とすることをいう。また、本実施の形態において説明する黒画像とは
、液晶素子がノーマリーブラックである場合では、表示パネルを構成する複数の画素に入
力される第１の画像データの階調値を、最小の階調値とすることをいう。なお液晶素子が
ノーマリーホワイトである場合には、黒画像とは最大の階調値とすることをいう。
【００２８】
なお本実施の形態における第１の画像データを白画像または黒画像を有する第２の画像デ
ータに変換する際の処理については、Ｐ―タイル法によるアルゴリズムにより変換を行う
ものとして簡単に説明を行ったものであるがこれに限らない。
【００２９】
なお、本実施の形態において説明する移動体領域とは、ｎフレーム目の第１の画像データ
及び（ｎ＋１）フレーム目の第１の画像データによる表示パネルでの動画像の表示を比較
し、ｎフレーム目の第１の画像データでの移動体が占める領域のことをいう。また、背景
領域とは、ｎフレーム目の第１の画像データでの移動体領域以外の領域のことをいう。
【００３０】
また、各フレーム間の第１の画像データの差分は、表示パネルを構成する複数の画素に入
力される異なるフレーム数での、第１の画像データ間の階調値の差分（以下、単に差分と
いう）を取ることをいうものである。また一例として、表示パネルを構成する複数の画素
がＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の色要素からなるカラー液晶表示装置の場合には、画像
の最小単位としてはＲの画素とＧの画素とＢの画素との三画素から構成されるものとする
。そして、Ｒの画素の第１の画像データに対する差分、Ｂの画素の第１の画像データに対
する差分、Ｇの画素の第１の画像データに対する差分をそれぞれとって、多数決処理を施
すことにより、画像の最小単位であるＲＧＢの組み合わせ（以下、絵素ともいう）での移
動体領域の抽出を行うものとすればよい。なお、色要素は、ＲＧＢ以外の色を用いても良
い。例えば、イエロー、シアン、マゼンタの三画素から構成されるものであってもよい。
【００３１】
第２の記憶回路部１０７は、移動体領域及び背景領域の抽出により生成された第２の画像
データを記憶するための複数のメモリ１０９を有する回路である。なお第２の記憶回路部
１０７に設けられるメモリ１０９の個数については、メモリ１０８と同様に、メモリ１０
９の記憶容量によって、決められることが好ましい。
【００３２】
第２の記憶回路部１０７に記憶された第２の画像データは、中央演算装置１０４によって
制御される読み出し制御回路１０６によって読み出され、第１の記憶回路部１０３の各メ
モリ１０８に記憶されたｎフレーム目の第１の画像データと（ｎ＋１）フレーム目の第１
の画像データとの間に挿入される。すなわち、読み出し制御回路１０６は、第１の記憶回
路部１０３に記憶されたｎフレーム目の第１の画像データ、第２の記憶回路部１０７に記
憶されたｎフレーム目の第２の画像データ、第１の記憶回路部１０３に記憶された（ｎ＋
１）フレーム目の第１の画像データの順に画像データを読み出していく。また言い換える
と、第１の画像データ及び第２の画像データは、各フレーム毎に交互に表示パネルへの出
力がなされることとなる。なお、第１の画像データ及び第２の画像データの第１の記憶回
路部１０３及び第２の記憶回路部１０７からの読み出しは、フレーム毎に複数のメモリ１
０８及びメモリ１０９から読み出すためのマルチプレクサ（図示せず）を設け、当該マル
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チプレクサを読み出し制御回路１０５によって制御することで行われる。読み出された第
１の記憶回路部１０３に記憶されたｎフレーム目の第１の画像データ、第２の記憶回路部
１０７に記憶されたｎフレーム目の第２の画像データ、第１の記憶回路部１０３に記憶さ
れた（ｎ＋１）フレーム目の第１の画像データの順に画像データは順次表示パネル１０１
に出力される。
【００３３】
なおｎフレーム目の第２の画像データを、ｎフレーム目の第１の画像データと（ｎ＋１）
フレーム目の第１の画像データとの間に挿入することで、表示パネルに出力するための１
フレーム期間が長くなる。そのため、中央演算装置１０４は、１フレーム期間を１／１２
０秒程度に設定して表示パネルに第１の画像データ及び第２の画像データを交互に出力す
ることが望ましい。そのため表示を行うためのフレーム数については、１秒間に１２０フ
レーム程度に設定される。ｎフレーム目の第２の画像データを挿入し、フレームレートを
増加させることにより、表示パネルで表示をする際のちらつきを低減することができるた
め好適である。なお１フレームレートは１秒間に１２０フレームで限定されるものではな
く、例えば１秒間に９０フレーム、１８０フレームであってもよい。
【００３４】
なお、本実施の形態において中央演算装置１０４は読み出し制御回路１０６を制御するこ
とで、第１の画像データから第２の画像データを生成することができる。また中央演算装
置１０４は、書き込み制御回路１０５及び読み出し制御回路１０６を制御することで、ｎ
フレーム目の第１の画像と（ｎ＋１）フレーム目の第１の画像との期間に第２の画像デー
タを挿入し、表示パネル１０１へ第２の画像データを挿入した第１の画像データを供給す
ることができる。
【００３５】
また、第１の記憶回路部１０３及び第２の記憶回路部１０７に用いるメモリ１０８及びメ
モリ１０９としては、一例として、スタティック型メモリ（ＳＲＡＭ）やダイナミック型
メモリ（ＤＲＡＭ）、強誘電体メモリ（ＦｅＲＡＭ）、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリ
等が挙げられる。但し、ＤＲＡＭを用いる場合には、定期的なリフレッシュ機能を付加す
る必要がある。
【００３６】
次に図３のフローチャートと対応させながら図１における液晶表示装置での移動体領域の
抽出処理の一例を詳細に説明する。
【００３７】
図３に移動体領域抽出処理のフローチャートを示す。中央演算装置１０４は、第１の記憶
回路部１０３に記憶された（ｎ－１）フレーム目の第１の画像データ及びｎフレーム目の
第１の画像データについて読み出し、それぞれの画素（ｘ、ｙ）の階調値の差分の絶対値
を算出する（ステップ３０１）。また中央演算装置１０４は、ｎフレーム目の第１の画像
データ及び（ｎ＋１）フレーム目の第１の画像データについて、それぞれの画素（ｘ、ｙ
）の階調値の差分の絶対値を算出する（ステップ３０２）。ステップ３０１及びステップ
３０２での画素（ｘ、ｙ）の階調値の差分の絶対値の算出は、表示パネル１０１の全ての
画素について行われる（ステップ３０３、およびステップ３０４）
【００３８】
次に中央演算装置１０４は、ステップ３０３で算出した各画素についての階調値の差分の
絶対値を、任意の絵素（画像の最小単位であるＲＧＢの組み合わせ）での輝度に換算する
（ステップ３０５）。ここでいう輝度とは、一絵素におけるＲＧＢの各画素での階調値の
差分の絶対値に対し、Ｒ、Ｇ、及びＢの各色で重み付けを行った値に相当する。具体的に
は、輝度Ｓに対し、Ｒの階調値の差分をＲＧ、Ｇの階調値の差分をＧＧ、Ｂの階調値の差
分をＢＧとすると、Ｓ＝０．２９８９１ＲＧ＋０．５８６６１ＧＧ＋０．１１４４８ＢＧ

　で表される。同様にステップ３０４で算出した各画素についての階調値の差分の絶対値
を、任意の絵素での輝度に換算する（ステップ３０６）。
【００３９】



(8) JP 5500816 B2 2014.5.21

10

20

30

40

50

次に中央演算装置１０４は、ステップ３０５で換算した一絵素での輝度が、任意の閾値以
上であるか否かを判定する（ステップ３０７）。ステップ３０７で一絵素での輝度が閾値
以上である場合には輝度判定値を１とし（ステップ３０８）、ステップ３０７で階調値の
差分の絶対値が閾値より小さい場合には輝度判定値を０とする（ステップ３０９）。また
中央演算装置１０４は、ステップ３０６で換算した一絵素での輝度が、任意の閾値以上で
あるか否かを判定する（ステップ３１０）。またステップ３１０で一絵素での輝度が閾値
以上である場合には輝度判定値を１とし（ステップ３１１）、ステップ３１０で階調値の
差分の絶対値が閾値より小さい場合には輝度判定値を０とする（ステップ３１２）。
【００４０】
次に中央演算装置１０４は、ステップ３０８またはステップ３０９、ステップ３１１また
はステップ３１２で得た輝度判定値が、２つとも１であるか否かを判定する（ステップ３
１３）。ステップ３１３で２つの輝度判定値が１である場合には移動体判定値を１とし（
ステップ３１４）、ステップ３１３で２つの輝度判定値が１でない場合には移動体判定値
を０とする（ステップ３１５）。ステップ３１４及びステップ３１５で行われる移動体判
定値の算出は、各絵素で行われたか否かを判定し（ステップ３１６）、全ての絵素につい
て移動体判定値が得られていない場合には、再度ステップ３０７及びステップ３１０より
処理を行う。また各絵素での移動体判定値を算出が終わったら、移動体判定値が１の領域
が移動体領域、移動体判定値が０の領域が背景領域と判定され、移動体領域の抽出が完了
する（ステップ３１７）。
【００４１】
なお、図３に示すフローチャートにおいては、ステップ３０１とステップ３０２を平行し
て処理を行うように記載したが、ステップ３０１とステップ３０２とを交互に処理を行う
構成としてもよい。
【００４２】
なお図３における説明では移動体抽出のフローチャートにおいて、フレーム毎の第１の画
像データについて表示パネル１０１の各画素に対応させた処理を行う構成としたが、第１
の画像データを複数のブロックに分割し、分割したブロックごとに輝度を算出し、当該輝
度をもとに差分を算出し、移動体の抽出を行う構成としてもよい。なお、複数のブロック
は、表示パネルが有する画素のうちいずれか複数によって構成され、ブロックを構成する
複数の画素の階調値によって、輝度を算出するものである。
【００４３】
なお、図３における説明において輝度と比較するための閾値は、フレーム毎の第１の画像
データから輝度のヒストグラムを算出し、閾値を求めてもよい。
【００４４】
次に図４のフローチャートと対応させながら図１における液晶表示装置での移動体領域の
抽出後の第２の画像データ生成の一例を詳細に説明する。
【００４５】
図４に移動体領域抽出処理のフローチャートを示す。中央演算装置１０４は移動体領域の
抽出後に、第２の画像データ生成処理を開始する（ステップ４０１）。移動体抽出により
得られたｎフレーム目の第１の画像データにおいて、選択した絵素が、移動体領域の絵素
であるか否かが判定される（ステップ４０２）。選択した絵素が移動体領域の絵素であれ
ば、黒画像または白画像とするため、絵素を構成するＲＧＢの画素の階調を変換する（ス
テップ４０３）。また選択した絵素が背景領域の絵素であれば、絵素を構成するＲＧＢの
画素の階調の変換をしない（ステップ４０４）。ステップ４０２乃至ステップ４０４の移
動体領域での各画素の階調変換は、表示パネル１０１の全ての絵素について行われたか否
かが判断され（ステップ４０５）、変換がなされていない絵素があれば、再度ステップ４
０２からの処理を行う。全ての絵素に関するＲＧＢの画素の階調の変換が終了することに
より、中央演算装置１０４は、第２の画像データの生成を完了する。
【００４６】
次に本発明の液晶表示装置における表示パネルでの表示の具体例について、図５、図６、
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図７、図８を参照して説明する。
【００４７】
図５に示す表示パネルでの実際の表示の概念図においては、画像の人型の領域がフレーム
によって位置が変化する移動体領域であり、人型が占める以外の領域がフレームによって
位置が変化しない背景領域であるとしている。ただし、これは説明のための例であり、表
示される画像はこれに限定されない。
【００４８】
まず、図５（Ａ）では、従来例で説明した１フレーム期間の一定の期間に黒画像を表示し
、擬似的にインパルス駆動した際の表示パネルの表示画像の時間的な変化について示した
ものである。図５（Ａ）は、（ｎ－１）フレーム目の第１の画像データ、黒画像、ｎフレ
ーム目の第１の画像データ、黒画像、（ｎ＋１）フレーム目の第１の画像データの順に表
示パネルでの表示が行われる例について示している。図５（Ａ）においては、液晶素子の
応答速度に起因する「輪郭のぼやけ」や、「動きが不自然に見えてしまう」といった問題
を解決するために第１の画像データの各フレーム間に黒画像を挿入し、擬似的なインパル
ス駆動を実現している。そのため、１フレーム期間内に何も表示のない黒画像を挿入する
こととなり、表示画面のコントラストが下がってしまう。本発明は、フレーム間の画像デ
ータの変化に着目し、移動体領域と背景領域を抽出した上で、動画像の中で階調値の変化
の大きい領域である移動体領域のみを、黒画像に変換するものである。すなわち、図５（
Ｂ）に示すように人型の画像領域が移動体領域（図５（Ｂ）中の人型領域５０１）である
例を考えると、移動体領域を黒画像とした（ｎ－１）フレーム目の第２の画像データを生
成して表示パネルでの表示を行っている。そして図５（Ｂ）では、（ｎ－１）フレーム目
の第１の画像データ、（ｎ－１）フレーム目の第２の画像データ、ｎフレーム目の第１の
画像データ、ｎフレーム目の第２の画像データ、（ｎ＋１）フレーム目の第１の画像デー
タの順に表示パネルでの表示が行われる例について示している。（ｎ－１）フレーム目の
第２の画像データでの黒画像の領域は、（ｎ－１）フレーム目の第１の画像データの移動
体領域、ｎフレーム目の第２の画像データでの黒画像の領域は、ｎフレーム目の第１の画
像データの移動体領域に対応する。図５（Ｂ）に示すように本発明の液晶表示装置は、移
動体領域を抽出して疑似インパルス起動を実現するための黒画像を挿入することにより、
全画素が黒画像の図５（Ａ）に比べ、（ｎ－１）フレーム目の第２の画像データ、ｎフレ
ーム目の第２の画像データのコントラストを低減することなく表示パネルでの表示を可能
にするものである。すなわち、表示パネルでの表示画像において、移動体領域の占める領
域が小さい程、黒画像に変換する領域が小さくてすむため、コントラストを低減させるこ
となく擬似的なインパルス駆動で表示を得ることができる。なお、本発明は特に第１の画
像データより、移動体領域と背景領域が抽出できる動画像に適用することが好適である。
【００４９】
また、図５（Ｂ）では、移動体領域として人型領域５０１を示し、黒画像として表示する
第２の画像データを生成することにより、表示パネルにおける表示のコントラストの低減
を防ぐことについて説明したが、動画像によっては移動体領域の占める領域が表示パネル
の表示によって大部分をしめてしまうこともありえる。そこで、本発明においては、移動
体領域を白画像とした（ｎ－１）フレーム目の第２の画像データ、ｎフレーム目の第２の
画像データを生成して表示パネルでの表示を行ってもよい。移動体領域を白画像とした第
２の画像データを生成する例について、図６に示す。図６には、図５（Ｂ）と同様に、（
ｎ－１）フレーム目の第１の画像データ、（ｎ－１）フレーム目の第２の画像データ、ｎ
フレーム目の第１の画像データ、ｎフレーム目の第２の画像データ、（ｎ＋１）フレーム
目の第１の画像データの順に表示パネルでの表示が行われる例について示している。図６
においては、人型領域６０１が占める移動体領域は、図５（Ｂ）に比べて大きい。図６に
示すように移動体領域が大きくなる場合には、予め移動体領域を白画像とすることにより
第２の画像データに占める黒画像の領域をなくし、コントラストの向上を図ることができ
る。そして図６に示すように、移動体領域を抽出して疑似インパルス起動を実現するため
の白画像を挿入することにより、（ｎ－１）フレーム目の第２の画像データ、ｎフレーム
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目の第２の画像データのコントラストを低減することなく表示パネルでの表示を可能にす
るものである。なお、本発明は特に移動体領域と背景領域が抽出できる動画像に適用する
ことが好適である。
【００５０】
図７では、（ｎ－１）フレーム目の第１の画像データ、（ｎ－１）フレーム目の第２の画
像データｎフレーム目の第１の画像データ、ｎフレーム目の第２の画像データの順に表示
パネルでの表示が行われる例について示している。なお図７に示す図において上段に示す
図は、本発明における第２の画像データを挿入する前の第１の画像データに対応する説明
で参照する図であり、図７に示す図において下段に示す図は、本発明における第２の画像
データが挿入された第１の画像データに対応する説明で参照する図である。
【００５１】
図７において、第１の画像データを１秒間に６０フレームとすると、図７に示すように１
／６０秒間隔で第１の画像データが切り替わっていって動画像を表示パネルで表示するこ
ととなる。一方、第２の画像データが挿入された第１の画像データは、移動体領域の抽出
により生成された第２の画像データの分だけ表示するためのフレームレートが増加するこ
ととなる。そのため、本発明においては、図７に示すように第１の画像データのフレーム
を２倍にした１秒間に１２０フレームで表示パネルの表示を行う構成とすることが好適で
ある。第２の画像データを挿入した第１の画像データを１秒間に１２０フレームで表示す
ることにより、第２の画像データを挿入したことに伴うフリッカの低減を図ることができ
る。
【００５２】
なお、本発明は図７で説明したように、第２の画像データを第１の画像データに挿入して
、第１の画像データのフレームレートを２倍にする構成に限らない。第２の画像データを
第１の画像データに挿入する際の別の構成について図８に示し、説明する。
【００５３】
図８では、第１の画像データのフレームを３倍にした１秒間に１８０フレームで表示パネ
ルの表示を行うことが好適である。第２の画像データを挿入した第１の画像データを１秒
間に１８０フレームで表示することにより、第２の画像データを挿入したことに伴うフリ
ッカの低減を図ることができる。
【００５４】
以上説明したように、本発明は特に移動体領域と背景領域が抽出できる動画像に適用する
ことが好適である。そして、外部より入力される第１の画像データより移動体領域及び背
景領域を抽出し、選択的に黒画像または白画像を挿入する第２の画像データを生成するこ
とで、画面の明るさを確保し、画面のコントラストを向上させた擬似的なインパルス駆動
が可能な液晶表示装置を提供することができる。
【００５５】
本実施の形態は他の実施の形態と適宜組み合わせて実施することが可能である。
【００５６】
（実施の形態２）
実施の形態１では、第１の画像データより移動体領域及び背景領域を抽出し、選択的に黒
画像を挿入する第２の画像データを生成し、画面のコントラストを向上させた擬似的なイ
ンパルス駆動が可能な液晶表示装置について述べた。本実施形態では、第１の画像データ
にガンマ補正を行う場合について説明する。
【００５７】
ガンマ補正とは、階調が変化した際、非線形に輝度を変化させる補正をいう。例えば人間
の目は、輝度が線形に比例して大きくなっても、比例して明るくなっているとは感じない
。輝度が高くなるほど、明るさの差を感じにくくなっている。よって、人間の目で、明る
さの差を感じるようにするためには、階調が増えていくに従って、輝度を大きく取る必要
がある。
【００５８】
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一方、人間の目は動画像を視認する際に、移動体領域を視線で追い、背景領域には視線を
向けない傾向にある。そのため、実施の形態１で説明した第１の画像データに明部と暗部
を強調するためのガンマ補正を行った第３の画像データを生成することによって、人間の
眼には明暗が特に強調されて認識できるため、動画像から立体感を得ることができるとい
った効果を奏する。すなわち、実施の形態１で説明した表示パネルに出力される第１の画
像データにおいて、ガンマ補正を行った第３の画像データと、実施の形態１で説明した選
択的に黒画像を挿入する第２の画像データとで表示パネルの表示を行うことにより、画面
の明るさを確保し、画面のコントラストを向上させた擬似的なインパルス駆動を行うとい
った効果に加えて、立体感を得ることといった効果を奏するものである。
【００５９】
なお、本実施の形態における立体感を得ることが可能なガンマ補正で、入力される画像デ
ータの階調値及び出力される画像データの階調値の関係について図１３に示す。図１３に
示すガンマ補正による入出力関係の曲線は逆Ｓ字型のカーブを有する。なお逆Ｓ字型とは
、低階調から中間階調まで上に膨らんだ曲線形状を有し、中間階調から高階調まで下に膨
らんだ曲線形状のことをいう。ガンマ補正による入出力関係の曲線を逆Ｓ字型のカーブと
することにより、ガンマ補正される第１の画像データを明部と暗部を強調する階調値に補
正することができる。なお図１３においては、入力される画像データの階調値および出力
される画像データの階調値の最大値が２５５である例について示している。
【００６０】
また図１４は本実施の形態で説明したガンマ補正を、実施の形態１で説明した液晶表示装
置にて行わせるためのブロック図である。液晶表示装置１００は、表示パネル１０１、及
び演算装置１０２を有する。演算装置１０２は、第１の記憶回路部１０３と、中央演算装
置１０４と、書き込み制御回路１０５と、読み出し制御回路１０６と、第２の記憶回路部
１０７と、ガンマ補正回路１４０１を有する。
【００６１】
図１４に示す演算装置１０２のガンマ補正回路１４０１以外の構成については、図１と同
様であるため、実施の形態１での説明を援用するものとする。図１４に示すガンマ補正回
路では、第１の記憶回路部１０３より出力される第１の画像データをガンマ補正すること
で第３の画像データに変換し、表示パネル１０１に出力するものである。なお、ガンマ補
正回路１４０１より出力される第３の画像データは、実施の形態１で説明した第１の画像
データと同様に第２の画像データと、フレーム毎に交互に表示パネル１０１に供給される
。
【００６２】
本実施の形態は他の実施の形態と適宜組み合わせて実施することが可能である。すなわち
、実施の形態１で説明したように、外部より入力される第１の画像データより移動体領域
及び背景領域を抽出し、選択的に黒画像を挿入する第２の画像データを生成することで、
画面の明るさを確保し、画面のコントラストを向上させた擬似的なインパルス駆動が可能
な液晶表示装置を提供することができる。
【００６３】
（実施の形態３）
本実施の形態では、本発明の液晶表示装置における表示パネルの構成について、図９を参
照して説明する。具体的には、ＴＦＴ基板と、対向基板と、対向基板とＴＦＴ基板との間
に挟持された液晶層とを有する液晶表示装置の構成について説明する。また、図９（Ａ）
は、液晶表示装置の上面図である。図９（Ｂ）は、図９（Ａ）の線Ｃ－Ｄにおける断面図
である。なお、図９（Ｂ）は、基板５０１００上に、半導体膜として結晶性半導体膜（ポ
リシリコン膜）を用いた場合のトップゲート型のトランジスタを形成した場合で、表示方
式がＭＶＡ（Ｍｕｌｔｉ－ｄｏｍａｉｎ　Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）方式
での断面図である。
【００６４】
図９（Ａ）に示す液晶パネルは、基板５０１００上に、画素部５０１０１、第１の走査線
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駆動回路５０１０５ａ、第２の走査線駆動回路５０１０５ｂ、及び信号線駆動回路５０１
０６が形成されている。画素部５０１０１、第１の走査線駆動回路５０１０５ａ、第２の
走査線駆動回路５０１０５ｂ、及び信号線駆動回路５０１０６は、シール材５０５１６に
よって、基板５０１００と基板５０５１５との間に封止されている。また、ＴＡＢ方式に
よって、ＦＰＣ５０２００、及びＩＣチップ５０５３０が基板５０１００上に配置されて
いる。
【００６５】
図９（Ａ）の線Ｃ－Ｄにおける断面構造について、図９（Ｂ）を参照して説明する。基板
５０１００上に、画素部５０１０１と、その周辺駆動回路部（第１の走査線駆動回路５０
１０５ａ及び第２の走査線駆動回路５０１０５ｂ、並びに信号線駆動回路５０１０６）が
形成されているが、ここでは、駆動回路領域５０５２５（第２の走査線駆動回路５０１０
５ｂ）と、画素領域５０５２６（画素部５０１０１）とが示されている。
【００６６】
まず、基板５０１００上に、下地膜として、絶縁膜５０５０１が成膜されている。絶縁膜
５０５０１としては、酸化シリコン膜、窒化シリコン膜または酸化窒化シリコン膜（Ｓｉ
ＯｘＮｙ）等の絶縁膜の単層、或いはこれらの膜の少なくとも２つの膜でなる積層を用い
る。なお、半導体と接する部分では、酸化シリコン膜を用いる方がよい。その結果、下地
膜における電子のトラップやトランジスタ特性のヒステリシスを抑えることができる。ま
た、下地膜として、窒素を多く含む膜を少なくとも１つ配置することが望ましい。それに
より、ガラスからの不純物を低減することができる。
【００６７】
次に、絶縁膜５０５０１上に、フォトリソグラフィ法、インクジェット法、又は印刷法な
どにより、半導体膜５０５０２が形成されている。
【００６８】
次に、半導体膜５０５０２上に、ゲート絶縁膜として、絶縁膜５０５０３が形成されてい
る。なお、絶縁膜５０５０３としては、熱酸化膜、酸化シリコン膜、窒化シリコン膜また
は酸化窒化シリコン膜などの単層または積層構造を用いることができる。半導体膜５０５
０２と接する絶縁膜５０５０３は酸化珪素膜が好ましい。それは、酸化珪素膜にすると半
導体膜５０５０２との界面におけるトラップ準位が少なくなるからである。また、ゲート
電極をＭｏで形成するときは、ゲート電極と接するゲート絶縁膜は窒化シリコン膜が好ま
しい。それは、窒化シリコン膜はＭｏを酸化させないからである。ここでは絶縁膜５０５
０３として、プラズマＣＶＤ法により厚さ１１５ｎｍの酸化窒化シリコン膜（組成比Ｓｉ
＝３２％、Ｏ＝５９％、Ｎ＝７％、Ｈ＝２％）を形成する。
【００６９】
次に、絶縁膜５０５０３上に、ゲート電極として、フォトリソグラフィ法、インクジェッ
ト法、又は印刷法などにより、導電膜５０５０４が形成されている。なお、導電膜５０５
０４としては、Ｔｉ、Ｍｏ、Ｔａ、Ｃｒ、Ｗ、Ａｌ、Ｎｄ、Ｃｕ、Ａｇ、Ａｕ、Ｐｔ、Ｎ
ｂ、Ｓｉ、Ｚｎ、Ｆｅ、Ｂａ、Ｇｅなどや、これら元素の合金等がある。もしくは、これ
ら元素またはこれら元素の合金の積層により構成してもよい。ここではＭｏによりゲート
電極を形成する。Ｍｏは、エッチングしやすく、熱に強いので好適である。なお、半導体
膜５０５０２には、導電膜５０５０４、又はレジストをマスクとして半導体膜５０５０２
に不純物元素がドーピングされており、チャネル形成領域と、ソース領域及びドレイン領
域となる不純物領域とが形成されている。なお、不純物領域は、不純物濃度を制御して高
濃度領域と低濃度領域とを形成されていてもよい。なお、トランジスタ５０５２１の導電
膜５０５０４は、デュアルゲート構造としている。トランジスタ５０５２１は、デュアル
ゲート構造にすることで、トランジスタ５０５２１のオフ電流を小さくすることができる
。なお、デュアルゲート構造とは、２つのゲート電極を有している構造である。ただし、
トランジスタのチャネル領域上に、複数のゲート電極を有していてもよい。また、トラン
ジスタ５０５２１の導電膜５０５０４は、シングルゲート構造としてもよい。また、トラ
ンジスタ５０５２１と同一工程にてトランジスタ５０５１９及びトランジスタ５０５２０
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を作製することができる。
【００７０】
次に、絶縁膜５０５０３上、及び絶縁膜５０５０３上に形成された導電膜５０５０４上に
、層間膜として、絶縁膜５０５０５が形成されている。なお、絶縁膜５０５０５としては
、有機材料、又は無機材料、若しくはそれらの積層構造を用いることができる。例えば酸
化珪素、窒化珪素、酸化窒化珪素、窒化酸化珪素、窒化アルミニウム、酸化窒化アルミニ
ウム、窒素含有量が酸素含有量よりも多い窒化酸化アルミニウムまたは酸化アルミニウム
、ダイアモンドライクカーボン（ＤＬＣ）、ポリシラザン、窒素含有炭素（ＣＮ）、ＰＳ
Ｇ（リンガラス）、ＢＰＳＧ（リンボロンガラス）、アルミナ、その他の無機絶縁性材料
を含む物質から選ばれた材料で形成することができる。また、有機絶縁性材料を用いても
よく、有機材料としては、感光性、非感光性どちらでも良く、ポリイミド、アクリル、ポ
リアミド、ポリイミドアミド、レジスト又はベンゾシクロブテン、シロキサン樹脂などを
用いることができる。なお、シロキサン樹脂とは、Ｓｉ－Ｏ－Ｓｉ結合を含む樹脂に相当
する。シロキサンは、シリコン（Ｓｉ）と酸素（Ｏ）との結合で骨格構造が構成される。
置換基として、有機基（例えばアルキル基、芳香族炭化水素）やフルオロ基を用いてもよ
い。有機基は、フルオロ基を有していてもよい。なお、絶縁膜５０５０３、及び絶縁膜５
０５０５には、コンタクトホールが選択的に形成されている。例えば、コンタクトホール
は、各トランジスタの不純物領域の上面に形成されている。
【００７１】
次に、絶縁膜５０５０５上に、ドレイン電極、ソース電極、及び配線として、フォトリソ
グラフィ法、インクジェット法、又は印刷法などにより、導電膜５０５０６が形成されて
いる。なお、導電膜５０５０６としては、材料としてはＴｉ、Ｍｏ、Ｔａ、Ｃｒ、Ｗ、Ａ
ｌ、Ｎｄ、Ｃｕ、Ａｇ、Ａｕ、Ｐｔ、Ｎｂ、Ｓｉ、Ｚｎ、Ｆｅ、Ｂａ、Ｇｅなどや、これ
ら元素の合金等がある。もしくは、これら元素またはこれら元素の合金の積層構造を用い
ることができる。なお、絶縁膜５０５０３、及び絶縁膜５０５０５のコンタクトホールが
形成されている部分では、導電膜５０５０６とトランジスタの半導体膜５０５０２の不純
物領域とが接続されている。
【００７２】
次に、絶縁膜５０５０５、及び絶縁膜５０５０５上に形成された導電膜５０５０６上に、
平坦化膜として、絶縁膜５０５０７が形成されている。なお、絶縁膜５０５０７としては
、平坦性や被覆性がよいことが望ましいため、有機材料を用いて形成されることが多い。
なお、無機材料（酸化シリコン、窒化シリコン、酸化窒化シリコン）の上に、有機材料が
形成され、多層構造になっていてもよい。なお、絶縁膜５０５０７には、コンタクトホー
ルが選択的に形成されている。例えば、コンタクトホールは、トランジスタ５０５２１の
ドレイン電極の上面に形成されている。
【００７３】
次に、絶縁膜５０５０７上に、画素電極として、フォトリソグラフィ法、インクジェット
法、又は印刷法などにより、導電膜５０５０８が形成されている。導電膜５０５０８には
、開口部を形成しておく。導電膜に形成される開口部は、液晶分子に傾斜を持たせること
ができるため、ＭＶＡ方式での突起物と同じ役割をさせることができる。なお、導電膜５
０５０８としては、光を透過する透明電極、例えば、酸化インジウムに酸化スズを混ぜた
インジウムスズ酸化物（ＩＴＯ）膜、インジウムスズ酸化物（ＩＴＯ）に酸化珪素を混ぜ
たインジウムスズ珪素酸化物（ＩＴＳＯ）膜、酸化インジウムに酸化亜鉛を混ぜたインジ
ウム亜鉛酸化物（ＩＺＯ）膜、酸化亜鉛膜、または酸化スズ膜などを用いることができる
。なお、ＩＺＯとは、ＩＴＯに２～２０ｗｔ％の酸化亜鉛（ＺｎＯ）を混合させたターゲ
ットを用いてスパッタリングにより形成される透明導電材料であるが、これに限定されな
い。反射電極の場合は、例えば、Ａｌ、Ａｇなどやそれらの合金などを用いることができ
る。また、Ｔｉ、Ｍｏ、Ｔａ、Ｃｒ、ＷとＡｌを積層させた２層構造、ＡｌをＴｉ、Ｍｏ
、Ｔａ、Ｃｒ、Ｗなどの金属で挟んだ３層積層構造としてもよい。
【００７４】
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次に、絶縁膜５０５０７上、及び絶縁膜５０５０７上に形成された導電膜５０５０８上に
、配向膜として、絶縁膜５０５０９が形成されている。
【００７５】
次に、画素部５０１０１の周辺部、若しくは画素部５０１０１の周辺部とその周辺駆動回
路部の周辺部に、インクジェット法などにより、シール材５０５１６が形成される。
【００７６】
次に、導電膜５０５１２、絶縁膜５０５１１、及び突起部５０５５１などが形成された基
板５０５１５と、基板５０１００とがスペーサ５０５３１を介して貼り合わされており、
その隙間に、液晶層５０５１０が配置されている。なお、基板５０５１５は、対向基板と
して機能する。また、スペーサ５０５３１は、数μｍの粒子を散布して設ける方法でもよ
いし、基板全面に樹脂膜を形成した後に、樹脂膜をエッチング加工して形成する方法でも
よい。また、導電膜５０５１２は、対向電極として機能する。導電膜５０５１２としては
、導電膜５０５０８と同様なものを用いるこができる。また、絶縁膜５０５１１は、配向
膜として機能する。
【００７７】
次に、画素部５０１０１と、その周辺駆動回路部と電気的に接続されている導電膜５０５
１８上に、異方性導電体層５０５１７を介して、ＦＰＣ５０２００が配置されている。ま
た、ＦＰＣ５０２００上に、異方性導電体層５０５１７を介して、ＩＣチップ５０５３０
が配置されている。つまり、ＦＰＣ５０２００、異方性導電体層５０５１７、及びＩＣチ
ップ５０５３０は、電気的に接続されている。
【００７８】
なお、異方性導電体層５０５１７は、ＦＰＣ５０２００から入力される信号、及び電位を
、画素や周辺回路に伝達する機能を有している。異方性導電体層５０５１７としては、導
電膜５０５０６と同様なものを用いてもよいし、導電膜５０５０４と同様なものを用いて
もよいし、半導体膜５０５０２の不純物領域と同様なものを用いてもよいし、これらを少
なくとも２層以上組み合わせたものを用いてもよい。
【００７９】
なお、ＩＣチップ５０５３０は、機能回路（メモリやバッファ）を形成することで、基板
面積を有効利用することができる。
【００８０】
なお、図９（Ｂ）は、表示方式がＭＶＡ方式での断面図について説明したが、表示方式が
ＰＶＡ（Ｐａｔｔｅｒｎｅｄ　Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）方式でもよい。
ＰＶＡ方式の場合は、基板５０５１５上の導電膜５０５１２に対し、スリットを設ける構
成とすることで液晶分子を傾斜配向させればよい。またスリットが設けられた導電膜上に
突起部５０５５１（配向制御用突起ともいう）を設けて、液晶分子の傾斜配向をさせても
よい。また、液晶の表示方式は、ＭＶＡ方式、ＰＶＡ方式に限定されるものではなく、Ｔ
Ｎ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）モード、ＩＰＳ（Ｉｎ－Ｐｌａｎｅ－Ｓｗｉｔｃ
ｈｉｎｇ）モード、ＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モード、
ＡＳＭ（Ａｘｉａｌｌｙ　Ｓｙｍｍｅｔｒｉｃ　ａｌｉｇｎｅｄ　Ｍｉｃｒｏ－ｃｅｌｌ
）モード、ＯＣＢ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｅｄ　Ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎ
ｃｅ）モード、ＦＬＣ（Ｆｅｒｒｏｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）
モード、ＡＦＬＣ（ＡｎｔｉＦｅｒｒｏｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａ
ｌ）モード等を用いることができる。
【００８１】
図９（Ａ）、図９（Ｂ）の液晶パネルは、第１の走査線駆動回路５０１０５ａ、第２の走
査線駆動回路５０１０５ｂ、及び信号線駆動回路５０１０６を基板５０１００上に形成し
た場合の構成について説明したが、図１０（Ａ）の液晶パネルに示すように、信号線駆動
回路５０１０６に相当する駆動回路をドライバＩＣ５０６０１に形成して、ＣＯＧ方式な
どで液晶パネルに実装した構成としてもよい。信号線駆動回路５０１０６をドライバＩＣ
５０６０１に形成することで、省電力化を図ることができる。また、ドライバＩＣ５０６
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０１はシリコンウエハ等の半導体チップとすることで、図１０（Ａ）の液晶パネルはより
高速、且つ低消費電力化を図ることができる。
【００８２】
同様に、図１０（Ｂ）の液晶パネルに示すように、第１の走査線駆動回路５０１０５ａ、
第２の走査線駆動回路５０１０５ｂ、及び信号線駆動回路５０１０６に相当する駆動回路
を、それぞれドライバＩＣ５０６０２ａ、ドライバＩＣ５０６０２ｂ、及びドライバＩＣ
５０６０１に形成して、ＣＯＧ方式などで液晶パネルに実装した構成としてもよい。また
、第１の走査線駆動回路５０１０５ａ、第２の走査線駆動回路５０１０５ｂ、及び信号線
駆動回路５０１０６に相当する駆動回路を、それぞれドライバＩＣ５０６０２ａ、ドライ
バＩＣ５０６０２ｂ、及びドライバＩＣ５０６０１に形成することで、低コスト化が図れ
る。
【００８３】
本実施の形態は他の実施の形態と適宜組み合わせて実施することが可能である。すなわち
、実施の形態１で説明したように、外部より入力される第１の画像データより移動体領域
及び背景領域を抽出し、選択的に黒画像を挿入する第２の画像データを生成することで、
画面の明るさを確保し、画面のコントラストを向上させた擬似的なインパルス駆動が可能
な液晶表示装置を提供することができる。
【００８４】
（実施の形態４）
本実施形態においては、電子機器の例について説明する。
【００８５】
図１１は表示パネル１１０１と、回路基板１１１１を組み合わせた表示パネルモジュール
を示している。表示パネル１１０１は画素部１１０２、走査線駆動回路１１０３及び信号
線駆動回路１１０４を有している。回路基板１１１１には、例えば、コントロール回路１
１１２及び演算回路１１１３などが形成されている。表示パネル１１０１と回路基板１１
１１とは接続配線１１１４によって接続されている。接続配線にはＦＰＣ等を用いること
ができる。
【００８６】
表示パネル１１０１は、画素部１１０２と一部の周辺駆動回路（複数の駆動回路のうち動
作周波数の低い駆動回路）を基板上にトランジスタを用いて一体形成し、一部の周辺駆動
回路（複数の駆動回路のうち動作周波数の高い駆動回路）をＩＣチップ上に形成し、その
ＩＣチップをＣＯＧ（Ｃｈｉｐ　Ｏｎ　Ｇｌａｓｓ）などで表示パネル１１０１に実装し
てもよい。こうすることで、回路基板１１１１の面積を削減でき、小型の表示装置を得る
ことができる。あるいは、そのＩＣチップをＴＡＢ（Ｔａｐｅ　Ａｕｔｏ　Ｂｏｎｄｉｎ
ｇ）又はプリント基板を用いて表示パネル１１０１に実装してもよい。こうすることで、
表示パネル１１０１の面積を小さくできるので、額縁サイズの小さい表示装置を得ること
ができる。
【００８７】
例えば、消費電力の低減を図るため、ガラス基板上にトランジスタを用いて画素部を形成
し、全ての周辺駆動回路をＩＣチップ上に形成し、そのＩＣチップをＣＯＧ又はＴＡＢで
表示パネルに実装してもよい。
【００８８】
図１１に示した表示パネルモジュールによって、テレビ受像機を完成させることができる
。
【００８９】
本実施の形態の各々の図で述べた内容（一部でもよい）を様々な電子機器に適用すること
ができる。具体的には、電子機器の表示部に適用することができる。そのような電子機器
として、ビデオカメラ、デジタルカメラなどのカメラ、ゴーグル型ディスプレイ、ナビゲ
ーションシステム、音響再生装置（カーオーディオ、オーディオコンポ等）、コンピュー
タ、ゲーム機器、携帯情報端末（モバイルコンピュータ、携帯電話、携帯型ゲーム機又は
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電子書籍等）、記録媒体を備えた画像再生装置（具体的にはＤｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａ
ｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ（ＤＶＤ）等の記録媒体を再生し、その画像を表示しうるディスプレ
イを備えた装置）などが挙げられる。
【００９０】
図１２（Ａ）はディスプレイであり、筐体１２１１、支持台１２１２、表示部１２１３を
含む。図１２（Ａ）に示すディスプレイは、様々な情報（静止画、動画、テキスト画像な
ど）を表示部に表示する機能を有する。なお、図１２（Ａ）に示すディスプレイが有する
機能はこれに限定されず、様々な機能を有することができる。
【００９１】
図１２（Ｂ）はカメラであり、本体１２３１、表示部１２３２、受像部１２３３、操作キ
ー１２３４、外部接続ポート１２３５、シャッターボタン１２３６を含む。図１２（Ｂ）
に示すカメラは、静止画を撮影する機能を有する。動画を撮影する機能を有する。なお、
図１２（Ｂ）に示すカメラが有する機能はこれに限定されず、様々な機能を有することが
できる。
【００９２】
図１２（Ｃ）はコンピュータであり、本体１２５１、筐体１２５２、表示部１２５３、キ
ーボード１２５４、外部接続ポート１２５５、ポインティングデバイス１２５６を含む。
図１２（Ｃ）に示すコンピュータは、様々な情報（静止画、動画、テキスト画像など）を
表示部に表示する機能を有する。なお、図１２（Ｃ）に示すコンピュータが有する機能は
これに限定されず、様々な機能を有することができる。
【００９３】
本実施の形態は他の実施の形態と適宜組み合わせて実施することが可能である。すなわち
、実施の形態１で説明したように、外部より入力される第１の画像データより移動体領域
及び背景領域を抽出し、選択的に黒画像を挿入する第２の画像データを生成することで、
画面の明るさを確保し、画面のコントラストを向上させた擬似的なインパルス駆動が可能
な液晶表示装置を具備する電子機器を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】本発明の実施の形態１について説明する図。
【図２】本発明の実施の形態１について説明する図。
【図３】本発明の実施の形態１について説明する図。
【図４】本発明の実施の形態１について説明する図。
【図５】本発明の実施の形態１について説明する図。
【図６】本発明の実施の形態１について説明する図。
【図７】本発明の実施の形態１について説明する図。
【図８】本発明の実施の形態１について説明する図。
【図９】本発明の実施の形態３について説明する図。
【図１０】本発明の実施の形態３について説明する図。
【図１１】本発明の実施の形態４について説明する図。
【図１２】本発明の実施の形態４について説明する図。
【図１３】本発明の実施の形態２について説明する図。
【図１４】本発明の実施の形態２について説明する図。
【符号の説明】
【００９５】
１００　　液晶表示装置
１０１　　表示パネル
１０２　　演算装置
１０３　　記憶回路部
１０４　　中央演算装置
１０５　　制御回路
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１０６　　制御回路
１０７　　記憶回路部
１０８　　メモリ
１０９　　メモリ
２０１　　表示部
２０２　　走査線駆動回路
２０３　　信号線駆動回路
３０１　　ステップ
３０２　　ステップ
３０３　　ステップ
３０４　　ステップ
３０５　　ステップ
３０６　　ステップ
３０７　　ステップ
３０８　　ステップ
３０９　　ステップ
３１０　　ステップ
３１１　　ステップ
３１２　　ステップ
３１３　　ステップ
３１４　　ステップ
３１５　　ステップ
３１６　　ステップ
３１７　　ステップ
４０１　　（ステップ
４０２　　ステップ
４０３　　ステップ
４０４　　ステップ
４０５　　ステップ
５０１　　人型領域
６０１　　人型領域
１１０１　　表示パネル
１１０２　　画素部
１１０３　　走査線駆動回路
１１０４　　信号線駆動回路
１１１１　　回路基板
１１１２　　コントロール回路
１１１３　　演算回路
１１１４　　接続配線
１２１１　　筐体
１２１２　　支持台
１２１３　　表示部
１２３１　　本体
１２３２　　表示部
１２３３　　受像部
１２３４　　操作キー
１２３５　　外部接続ポート
１２３６　　シャッターボタン
１２５１　　本体
１２５２　　筐体
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１２５３　　表示部
１２５４　　キーボード
１２５５　　外部接続ポート
１２５６　　ポインティングデバイス
１４０１　　ガンマ補正回路
５０１００　　基板
５０１０１　　画素部
５０１０５ａ　　第１の走査線駆動回路
５０１０５ｂ　　第２の走査線駆動回路
５０１０６　　信号線駆動回路
５０２００　　ＦＰＣ
５０５０１　　絶縁膜
５０５０２　　半導体膜
５０５０３　　絶縁膜
５０５０４　　導電膜
５０５０５　　絶縁膜
５０５０６　　導電膜
５０５０７　　絶縁膜
５０５０８　　導電膜
５０５０９　　絶縁膜
５０５１０　　液晶層
５０５１１　　絶縁膜
５０５１２　　導電膜
５０５１５　　基板
５０５１６　　シール材
５０５１７　　異方性導電体層
５０５１８　　導電膜
５０５１９　　トランジスタ
５０５２０　　トランジスタ
５０５２１　　トランジスタ
５０５２５　　駆動回路領域
５０５２６　　画素領域
５０５３０　　ＩＣチップ
５０５３１　　スペーサ
５０５５１　　突起部
５０６０１　　ドライバＩＣ
５０６０２ａ　　ドライバＩＣ
５０６０２ｂ　　ドライバＩＣ
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